
億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

前年度末積立金（㋐） 時価ベース 1,493,896 67,805 198,739 22,246 1,782,686 85,232 37,281 1,905,199 

 総額 472,356 28,279 79,155 9,575 498,137 34,090 249,757 525,271 

保険料収入 320,612 12,849 34,553 4,788 372,802 13,365 ・ 386,168 

国庫・公経済負担 101,335 2,945 7,684 1,340 113,305 18,308 ・ 131,613 

追加費用 ・ 1,545 3,259 ・ 4,804 ・ ・ 4,804 

基礎年金交付金 3,633 349 672 26 4,680 2,370 ・ ④ 

実施機関拠出金収入 44,667 ・ ・ ・ ① ・ ・ ① 

厚生年金交付金 ・ 10,562 32,437 3,033 ② ・ ・ ② 

財政調整拠出金収入 ・ － 531 ・ ③ ・ ・ ③ 

職域等費用納付金 647 ・ ・ ・ 647 ・ ・ 647 

解散厚生年金基金等徴収金 550 ・ ・ ・ 550 ・ ・ 550 

基礎年金拠出金収入 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 249,663 ⑤ 

独立行政法人福祉医療機構納付金 712 ・ ・ ・ 712 39 ・ 751 

その他 201 28 19 388 637 7 95 739 

 総額 481,367 29,573 83,309 8,960 511,980 36,604 245,106 536,977 

給付費 239,047 12,649 37,454 2,917 292,067 3,491 238,053 533,612 

基礎年金拠出金 194,257 5,750 15,085 2,642 217,735 31,928 ・ ⑤ 

実施機関保険給付費等交付金 46,031 ・ ・ ・ ② ・ ・ ② 

厚生年金拠出金 ・ 10,601 30,694 3,371 ① ・ ・ ① 

基礎年金相当給付費（基礎年金交付金） ・ ・ ・ ・ ・ ・ 7,050 ④ 

財政調整拠出金 ・ 531 － ・ ③ ・ ・ ③ 

その他 2,031 42 76 29 2,178 1,184 3 3,366 

△ 9,011 △ 1,294 △ 4,154 616 △ 13,844 △ 2,514 4,651 △ 11,706 

<△ 9,561> <△ 14,394> <△ 12,257>

運用損益（㋒） 時価ベース 356,837 15,096 46,816 5,624 424,373 20,489 10 444,873 

その他（㋓） 時価ベース 206 － － － 206 52 － 258 

年度末積立金（㋐＋㋑＋㋒＋㋓） 時価ベース 1,841,927 81,607 241,401 28,486 2,193,421 103,259 41,942 2,338,623 

年度末積立金の対前年度増減額 時価ベース 348,031 13,802 42,662 6,240 410,735 18,028 4,661 433,424 

(注)1.この表（単年度収支状況）は、公的年金制度の財政状況を年金財政の観点から制度横断的に比較・分析したものであり、以下のとおり作成している。
・収入（単年度）では、「運用損益」、国民年金（国民年金勘定）及び国民年金（基礎年金勘定）の「積立金より受入」を除いて算出
・支出（単年度）では、国共済及び地共済の「その他」を有価証券売却損等を除いて算出
・「運用損益を除いた単年度収支残」は、単年度の収入総額と支出総額の差として算出
・国共済、地共済及び私学共済については、厚生年金保険経理（私学共済は厚生年金勘定・厚生年金経理）を計上
　（ただし、国共済及び地共済の「基礎年金交付金」及び「給付費」には、経過的長期経理における基礎年金交付金を加えて算出）

    2.

    3.厚生年金勘定、厚生年金計及び公的年金制度全体の< >内の額は、解散厚生年金基金等徴収金を控除した額である。
    4.「その他（㋓）」に計上している額は、厚生年金勘定及び国民年金（国民年金勘定）の「業務勘定から積立金への繰入れ」である。
    5.厚生年金勘定、厚生年金計及び公的年金制度全体には、厚生年金基金が代行している部分を含まない。
    6.基礎年金拠出金収入及び国民年金勘定の基礎年金拠出金には、特別国庫負担額を含めた基礎年金勘定への繰入額を計上している。
    7.運用損益は、運用手数料控除後のものである。なお、国共済の時価ベースの額は、預託金について市場金利を参照して時価に類する評価をした場合の額である。

運用損益分を除いた単年度収支残（㋑）

厚生年金計は、厚生年金全体としての財政収支状況をとらえるため、厚生年金実施機関間でのやりとり（①～③）を収入・支出両面から除いている。また、公的年金制度全体は、同様に、①～③に加えて公的年金制度内でのやりとり
（④、⑤）を収入・支出両面から除いている。

公的年金の単年度収支状況（令和２(2020)年度）【年金財政の観点から制度横断的に比較・分析したもの】
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